
紹
　
介

矢
田
俊
文
著

『
日
本
中
世
戦
国
期
の

　
地
域
と
民
衆
』

　
著
者
の
問
題
意
識
は
日
本
中
世
の
戦
国
期
の
特

質
の
解
明
に
あ
る
。
戦
国
期
の
政
治
権
力
に
つ
い

て
は
、
郡
規
模
の
領
域
を
支
配
す
る
「
戦
国
領

主
」
が
基
軸
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
上
位
に
立
つ
政

治
権
力
は
「
戦
国
領
主
」
を
緩
や
か
に
支
配
し
、

近
世
の
政
治
権
力
と
は
異
な
る
こ
と
を
述
べ
、
戦

国
期
を
中
世
最
後
の
段
階
と
評
価
し
た
。
ま
た
戦

国
期
の
社
会
に
つ
い
て
は
政
治
権
力
に
対
抗
す
る

村
と
村
連
合
な
ど
の
意
義
・
可
能
性
を
重
視
す
べ

き
で
あ
り
、
近
世
に
連
な
る
仕
組
み
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
と
触
れ
た
（
「
戦
国
期
権
力
論
の
一

視
点
」
『
歴
史
科
学
暁
七
九
、
一
九
七
九
）
。
右
の

視
点
か
ら
本
書
で
著
者
は
戦
国
期
の
社
会
の
特
質

を
論
じ
る
。
村
、
村
と
村
が
結
び
つ
い
た
地
域
、

地
域
の
住
民
が
検
討
素
材
で
あ
る
。

　
本
書
の
内
容
を
以
下
に
目
次
で
示
す
。

序
章
　
　
　
　
研
究
史

第
一
章
　
　
　
戦
国
期
の
村
と
地
域

　
第
一
節
　
　
　
戦
國
期
の
村
の
成
立

　
補
論
1
　
　
　
砂
丘
の
村
と
平
地
の
村

　
補
論
2
　
　
　
非
人
宿
の
解
体

　
第
二
節
　
　
　
戦
国
期
の
地
域
の
成
立

　
第
三
節
　
　
　
戦
国
期
の
村
と
政
治

　
第
四
節
　
　
　
戦
国
期
の
村
と
地
域

　
補
論
3
　
　
　
惣
墓
の
成
立

第
二
章
　
　
　
戦
国
期
の
都
市

　
第
一
節
　
　
　
守
護
・
守
護
代
と
都
市

　
第
二
・
三
節
　
明
応
地
震
と
港
湾
都
市

　
補
論
1
　
　
　
北
東
日
本
海
経
済
圏
の
解
体

第
三
章
　
　
　
統
一
権
力
期
の
村
と
地
域

　
第
一
節
　
　
　
統
一
権
力
と
村

　
第
二
節
　
　
　
国
絵
図
と
村

　
第
三
節
　
　
　
民
衆
の
地
域
認
識

　
補
論
1
　
　
　
宿
場
町
と
国
絵
図
・
幕
領
検
地

　
中
世
後
期
・
近
世
前
期
を
通
じ
た
検
討
に
よ
っ

て
戦
国
期
の
社
会
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
著
者
の

意
図
通
り
、
検
討
す
る
時
期
が
長
い
。
以
下
に
章

ご
と
に
紹
介
す
る
が
、
補
論
は
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
第
＝
草
第
一
節
で
は
、
戦
国
期
の
越
後
国
岩
船

郡
を
索
材
に
一
六
世
紀
に
以
前
と
は
異
な
っ
た
場

所
に
集
落
が
成
立
し
て
近
世
の
集
落
へ
と
連
な
る

事
例
を
示
す
。
第
二
節
で
は
和
泉
一
尉
木
村
を
中

心
に
農
民
の
法
意
識
の
変
遷
を
論
じ
る
。
中
世
前

期
で
は
荘
園
領
主
と
刀
禰
と
百
姓
と
で
置
文
が
結

ば
れ
た
。
し
か
し
鎌
倉
末
期
に
百
姓
が
置
文
を
守

ら
な
く
な
っ
た
。
戦
国
期
に
は
村
落
構
成
員
が
独

自
の
法
を
定
め
て
そ
の
遵
守
を
強
く
求
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
最
後
に
戦
国
末
期
の
紀
伊
国
雑
賀
惣

国
を
素
材
に
、
村
落
を
越
え
て
近
隣
村
落
連
合
の

「
く
み
」
、
「
く
み
」
の
集
合
体
の
「
惣
国
」
に
お

い
て
様
々
な
紛
争
が
調
停
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
述
べ
る
。
そ
し
て
政
治
権
力
に
対
抗
す
る
「
く

み
」
の
存
在
を
統
｝
権
力
が
許
さ
な
か
っ
た
と
結

び
、
近
世
の
村
と
の
断
絶
面
も
指
摘
す
る
。
第
三

節
で
は
和
泉
国
日
根
野
算
入
山
田
村
の
軍
隊
駐
留

阻
止
が
素
材
と
な
る
。
入
山
田
村
が
同
庄
内
の
守

護
方
に
属
す
る
日
根
野
村
と
は
行
動
を
別
に
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
、
和
泉
国
守
護
細
川
氏
・

紀
伊
国
根
来
寺
と
は
政
治
・
経
済
関
係
上
対
立
で

き
な
い
た
め
巧
み
に
交
渉
し
て
軍
隊
を
退
け
た
こ

と
、
か
か
る
事
情
を
正
し
く
把
握
し
て
い
な
い
領

家
の
九
条
政
基
の
認
識
と
入
山
田
村
住
民
の
認
識

と
は
乖
離
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
四
節
で

は
「
日
根
野
庄
日
根
野
村
」
地
域
の
村
が
素
材
で

あ
る
。
用
水
・
山
野
・
祭
祀
の
ま
と
ま
り
と
し
て

「
日
根
野
村
」
が
あ
り
、
訴
訟
・
逃
散
・
収
納
な
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ど
を
行
う
ま
と
ま
り
と
し
て
領
主
の
支
配
に
対
応

し
て
地
頭
方
の
「
西
方
」
と
領
家
九
条
家
の
「
東

方
」
と
い
う
二
つ
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て

同
地
域
に
は
番
頭
を
中
心
に
「
生
活
」
と
「
政

治
」
と
が
一
致
し
た
最
小
単
位
の
ま
と
ま
り
が
あ

っ
た
こ
と
、
こ
の
ま
と
ま
り
が
先
に
見
た
「
生

活
」
の
ま
と
ま
り
と
「
政
治
」
の
ま
と
ま
り
と
を

矛
盾
さ
せ
ず
に
機
能
さ
せ
て
お
り
、
近
世
葡
期
の

日
根
野
村
内
の
「
村
」
に
達
な
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
第
二
章
で
は
都
市
が
主
題
で
あ
る
。
第
一
節
で

は
戦
国
期
の
越
後
の
春
日
・
善
光
寺
・
府
内
の
三

都
市
を
上
杉
輝
虎
が
支
配
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
都

市
を
一
つ
に
統
合
す
る
よ
う
な
計
画
が
な
か
っ
た

こ
と
、
そ
れ
は
戦
国
期
の
越
後
国
の
政
治
状
況
に

対
応
し
て
い
る
こ
と
、
近
世
の
華
氏
の
支
配
期
に

な
る
と
城
と
城
下
町
と
湊
と
の
機
能
が
統
合
さ
れ

た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
一
一
・
三
節
で
は
紀
伊
国
和

田
浦
・
遠
江
国
橋
本
・
伊
勢
国
安
豊
津
を
素
材
に

～
五
世
紀
末
の
地
震
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
栄
え
た

都
市
が
な
く
な
り
、
近
世
に
連
な
る
新
た
な
都
市

が
で
き
た
と
述
べ
る
。

　
第
三
章
第
一
節
で
は
、
近
世
の
紀
伊
国
・
和
泉

国
の
高
野
山
領
の
村
が
素
材
で
あ
る
。
統
一
権
力

が
高
野
山
に
与
え
て
役
賦
課
の
基
準
と
す
る
知
行

目
録
の
村
と
、
統
一
権
力
が
検
地
・
村
切
を
し
、

高
野
山
が
年
貢
を
収
取
す
る
村
と
は
異
な
る
こ
と
、

前
者
の
村
は
後
者
の
村
の
い
く
つ
か
を
含
む
こ
と

を
指
摘
し
、
近
世
の
支
配
単
位
と
し
て
の
村
に
は

次
元
の
異
な
る
も
の
が
二
つ
あ
る
と
す
る
。
第
二

節
で
は
摂
津
国
の
豊
嶋
郡
原
田
郷
内
の
相
論
を
素

材
と
す
る
。
国
絵
図
・
郷
帳
に
よ
っ
て
幕
府
が
把

握
す
る
村
と
、
幕
領
検
地
に
よ
っ
て
年
貢
賦
課
の

単
位
と
さ
れ
た
村
と
が
異
な
り
、
前
者
の
村
が
後

者
の
村
の
い
く
つ
か
を
含
む
と
す
る
。
ま
た
国
絵

図
を
作
成
す
る
際
、
前
者
の
村
は
後
者
の
村
の
運

動
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
と

い
う
。
第
三
節
で
は
近
世
越
後
国
の
本
願
寺
教
団

の
裏
書
を
素
材
と
す
る
。
幕
府
・
藩
関
係
の
史
料

で
の
地
域
表
現
は
支
配
単
位
で
あ
る
国
・
郡
・
村

を
原
則
と
す
る
。
し
か
し
本
願
寺
教
団
の
裏
書
で

は
地
域
の
実
態
に
即
し
て
「
村
」
だ
け
で
は
な
く

「
町
」
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
裏
書

を
民
衆
の
地
域
認
識
を
反
映
し
た
も
の
と
す
る
。

　
以
下
、
第
一
章
二
三
州
・
四
節
に
つ
い
て
感
想

を
述
べ
た
い
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
｝
九
八
五
年
か

ら
八
八
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
戦
国
期
村
落
研
究
は
、
村
落
内
部
の

階
層
を
重
視
す
る
傾
向
か
ら
村
落
が
…
つ
の
ま
と

ま
り
と
し
て
も
つ
意
義
を
追
求
す
る
傾
向
へ
と
変

わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
岡
様
の
視
角
を
も
つ
研
究
に

勝
俣
鎮
失
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
本
書
所
収
の
論

文
も
そ
れ
と
な
ら
ぶ
先
駆
的
研
究
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
地
域
の
政
治

経
済
関
係
に
よ
っ
て
村
落
同
士
が
協
調
行
動
を
取

る
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
行
動
を
取
っ
た
と
す
る

第
三
節
の
論
点
は
現
在
で
も
重
要
で
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
村
連
合
の
内
実
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
本
書
に
は
戦
国
期
社
会
の
形
成
過
程
の

考
察
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
例

え
ば
著
者
の
い
う
村
が
前
段
階
と
ど
の
よ
う
に
違

う
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
お
こ
っ

た
の
か
、
著
書
の
論
じ
る
村
は
戦
国
期
以
前
に
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
疑
問
を
抱
い
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
書
の
論
点
は
今
後
と
も
検
討
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
A
5
版
　
三
三
七
頁
　
索
引
七
頁
　
二
〇
〇
二
年
四
月

清
文
堂
出
版
　
本
体
八
八
○
○
円
）

　
（
平
出
曝
書
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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